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エネルギー消費量
2016年（基準年） 2023年

エネルギー消費量（千kWh）︓①＋②＋③ 14,806 65,492
燃料消費量（千kWh）︓① 0 287
購⼊電⼒消費量（千kWh）︓② 14,805 63,699

(参考)うち⾮化⽯証書購⼊分（千kWh） - 3,794
再⽣可能エネルギー⾃家消費量（千kWh）︓③ - 1,505

エネルギー消費量原単位（千kWh/㎡） 0.033 0.037

CO₂排出量
2016年（基準年） 2023年

7,581 24,246
0.017 0.014

オーナー管理分
Scope1排出量（t-CO₂）︓A 1 14
Scope2排出量（t-CO₂）︓⾮化⽯証書控除前 1,638 3,035
⾮化⽯証書 Scope2 相当分（t-CO₂） - 1,662
Scope2排出量（t-CO₂）︓⾮化⽯証書控除後　B 1,638 1,373
Scope1･2排出量原単位（t-CO₂/㎡） 0.060 0.016

テナント管理分
Scope3カテゴリ13排出量（t-CO₂）︓C 5,944 22,859
Scope3カテゴリ13排出量原単位（t-CO₂/㎡） 0.014 0.014

⽔使⽤量
2016年（基準年） 2023年

22,966 117,230
0.070 0.066

廃棄物排出量
2016年（基準年） 2023年

― 16,743
オーナー管理分

　⼀般廃棄物排出量（t） ― 69
　産業廃棄物排出量（t） ― 14

テナント管理分
　⼀般廃棄物排出量（t） ― 13,151
　産業廃棄物排出量（t） ― 3,509

― 60.7
☑を付した2023年のデータはデロイトトーマツサステナビリティ株式会社による独⽴した第三者保証を受けています。

項⽬

項⽬
CO₂排出量（t-CO₂）︓A+B+C
CO₂排出量原単位（t-CO₂/㎡）合計

リサイクル率（％）

項⽬
⽔使⽤量（㎥）
⽔使⽤量原単位（㎥/㎡）

項⽬
廃棄物排出量（t）

☑

☑

☑

☑



【パフォーマンスに関する注記】 
１． 対象範囲 
  ・三井不動産ロジスティクスパーク投資法人（以下、「本投資法人」という）が保有する物流不動産を対象

とし、インダストリアル不動産（データセンター）は守秘義務契約の関係により対象範囲から除外して
います。 

 ・パフォーマンスデータはオーナー管理分とテナント管理分を対象にしています。また持分換算は行って
いません。 

 ・オーナー管理分とは、物件所有者が建物管理契約を締結している物件の共用部分を指します。 
・テナント管理分とは、全て対象物件から、オーナー管理分を除いた部分を指します。 
・2016 年のデータは GLP・MFLP 市川塩浜、MFLP 久喜、MFLP 横浜大黒、MFLP 八潮及び MFLP 堺 

のマルチ物件のみのデータを集計しています。 
 
２． 対象期間 

・2023 年の 1 月 1 日から 12 月 31 日まで 
  ・2016 年（基準年）については 4 月 1 日から 3 月 31 日まで 
 
３． 算定方法 

①  エネルギー消費量 
 エネルギー消費量＝Σ（エネルギー種別消費量×熱量換算係数×電力量換算値） 
 「エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律」に基づく熱量換算
係数を用いて算出しています。 
 エネルギー種別：電力・LPG 

再生可能エネルギー自家消費量とは、自社再生可能エネルギー設備（太陽光発電設備等）により
発電された電力を自家消費している量です。 

非化石証書購入分とは、外部から直接購入している非化石証書の CO2 相当量です。なお、実質 CO2

フリー電気に関わる非化石証書は除きます。 
②  CO₂排出量 

 CO₂排出量の対象：エネルギー起源 CO₂ 
 エネルギー起源 CO₂排出量＝Σ（エネルギー消費量×CO₂排出係数） 
 燃料やその他の熱に係る排出係数は、環境省、経済産業省公表の温室効果ガス排出量算定・報告
マニュアルに基づく係数です。 

電力使用量に係る排出係数は、環境省、経済産業省公表の電気事業者別の調整後排出係数を使用 
しています。 
CO₂排出量はマーケット基準に基づき算出しています。 
Scope1 排出量：オーナー管理分にて、燃料の燃焼により直接排出される CO2 排出量です。 
Scope2 排出量：オーナー管理分にて、他社から供給された電力の使用に伴う間接排出される CO2



排出量です。 
Scope3 カテゴリ 13 排出量：テナント管理分にて、エネルギー使用に伴い排出される CO2 排出量

です。 
③  水使用量 

 水使用量は上水、地下水、中水を対象としています。 
④  廃棄物排出量 

 廃棄物排出量＝Σ（一般廃棄物排出量＋産業廃棄物排出量） 
 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく廃棄物の排出量です。 

⑤  原単位 
 各種原単位＝各種量÷延べ床面積 
 各種量に対して稼働月数補正（12 カ月未満データは 12 ヵ月分補正）をした数値です。 

 
４．四捨五入の計算処理をしているため、合計値が一致しないことがあります。 
 
  






